
2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

2013年中央ろうきん助成プログラム

助成対象団体 概要

（都 県 別）

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。



プロジェクト土浦力　　（土浦市）

◎“人がつながる”ための仕掛けとしての「まちなかイベント」の企画・実施

　土浦市内において、人間関係の希薄化、「無縁社会」への流れを食い止めることを目的に活動する団体（2012
年設立）。季節ごとのイベントと移動型・架設型のコミュニティカフェを組み合わせて、「同じ体験を共有する」、「と
もに地域について理解を深める」、「ともに地域について話し合う」などの場を設けると同時に、ともに活動する仲
間を募り、「人と人とがつながる」輪を広げる。

結いプロジェクト　（結城市）

◎結城をつむぐ　～見世蔵・空きスペースマッチングシステム構想～

　「結城市を盛り上げたい！」という思いを持った若者や社会人が集まり結成したボランティアグループ（2010年
設立）。市内にある見世蔵と呼ばれる伝統的な商家建築や空き店舗などの未活用資源をデータベース化し、興
味を持っている商業者・芸術家などに提供することで、伝統資源の活用や新規出店の促進から市街地活性化を
目指す。

特定非営利活動法人　ネイチャ－クラブにいはり　　（土浦市新治地区）

◎自然の環からひとづくりの和とまちづくりの輪につなげよう！

　荒廃した里地里山の自然再生を推進し、市民の憩いの場を造ると同時に次世代を担う子供達への環境教育の
実践により、活力ある地域社会の実現に寄与すべく活動する団体（2012年設立）。行政、地権者、地域住民と連
携・協働しながら15年間放置された採石場跡地の自然環境再生に取り組む。

小田古民家再生保存の会 “華の幹”　　（つくば市）

◎古民家「華の幹」の再生からはじめる　筑波山麓活性化モデル事業

　つくば市小田地区にある明治期に建築された古民家「華の幹」の再生保存維持活動を行うことで、多世代、地
域間、多文化間交流を広げていくことを目的として活動する団体（2011年設立）。筑波山麓に残る古民家の保全
方法の普及に努め、地域資源情報を発信することで、地元の住民が誇りを持ち、観光客にも魅力あるまちとする
ことを目指す。

特定非営利活動法人　“矢中の杜”の守り人　　（つくば市）

◎地域の文化遺産を保存活用する“守り人”養成事業

　地域社会の発展と交流に寄与することを目的に歴史的建造物の保存活用および地域文化の発信に関する事
業を行う団体（2010設立）。つくば市北条地区に残る国登録有形文化財「旧矢中邸」を地域の文化遺産　”矢中
の杜”として再生し、その空間を舞台として行う事業を通じて「場所づくり、人づくり、まちづくり」を実践することを
活動の主軸にしている。
　本年は、“守り人”育成講座の企画・実施のほか、邸宅の修繕体験や庭園整備の実施、文化財保存周知のた
めの教材作成等に取組む。

特定非営利活動法人　リズムロード水戸　（水戸市）

◎人との絆を深める音楽療法プロジェクト　元気に暮らそう

　子育て支援、障がい児・者支援、介護予防、認知症予防、心身障がい予防、虐待予防、QOLの維持改善に努
め、明るい生活と福祉の増進を目的に、市民に対して音楽療法の普及や音楽活動の提供に関する事業を行う
団体（2010年設立）。
　2ヵ年のスタート助成を受け、「子育て支援音楽療法」の定期開催、小学校高学年と保護者を対象とした「音とリ
ズムによる心の健康教室」に加え、福島県から避難された親子に対する音楽活動を行った。
　3年目は、多岐にわたる音楽療法の対象者に対応するために使用する楽譜や用具の充実をはかる。また、メン
バーの募集や育成を行うことで当事者に寄り添った支援体制を構築し、さらなる活動の展開を目指す。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

茨城県6団体／総数55団体

茨城県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（4団体）

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

スタート
助成
3年目

（1団体）

スタート
助成
2年目

（1団体）
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にほんごFriendly Class　（鹿沼市）

◎日本語でつながるココロの輪（外国籍市民への日本語支援）

　鹿沼市在住の外国籍市民が職場や家庭において、自信を持って自分の力を発揮し、地域住民と寄り添い協
力して生活できるようにサポートする団体（2008年設立）。日本語教室やパソコン教室、就労支援セミナーの開催
により、生活に欠かせない日本語について個々のニーズに合わせた支援を行う。

特定非営利活動法人　地域生活相互支援 大山田ノンフェール・くらねぇ　（那珂川町）

◎ステンドグラスワークショップを通した障がい者と地域住民の相互交流

　精神障がいを持つ人たちと地域住民がともに地域で豊かに暮らすための相互交流と相互支援を行う団体
（2010年設立）。閉校後の小学校校舎をステンドグラスの制作に取組める工房として活用し、ワークショップを開
催することで、障がいを持つ人と地域住民の相互交流を促し、障がいのあるなしに関わらず、豊かに暮らすことの
できる町の実現を目指す。

千の会　（小山市）

◎外国人児童生徒、外国人保護者へのサポート

　小中学校に多数在籍する定住外国人児童生徒に日本語指導や生活指導をしてきた教員らで構成する団体
(2012年設立）。これまでの経験から、外国籍の児童や保護者が抱える問題の原因が日本独特の学校文化にあ
るとし、外国人保護者へは行事の前の説明会の実施、児童には夏休みなどの長期休暇中の日本語教育など学
習支援の場を提供することにより、定住外国人児童が個性ある日本社会の一員として地域で共生し自立できるよ
うな支援に取組む。
　本年も長期休暇中の学習支援を活動の中心に置き、進学や免許取得、就職等の生活相談にも対応する。

あるべき支援を考える会　（栃木県全域）

◎自閉症支援者を支援する～支え合いの場づくり～ ステップアップに向けた活動基盤整備 3年目

　自閉症支援者が、職場や職種を超えて各々の現場で抱えている課題を共有し、元気に前向きに支援に取り組
めるよう支え合う仕組みづくりを目的とした団体（2007年設立）。
　2ヵ年のスタート助成を受け、資金面での自立に重点を置いた活動基盤の整備を行うとともに、自閉症セミナー
や定期勉強会を実施した。
　3年目は、自閉症セミナーの開催に加えて、定期勉強会や自閉症支援者のためのカフェミーティング「ほっとひ
といきカフェ（仮称）」を実施する。自閉症支援者が自ら語る「支援のちょっといい話」によって、仕事の素晴らし
さ、面白さなどを仲間と共有し、自閉症支援者が、プロとしての誇りを持ち仕事に取組めるような足掛かりとなる仕
組みづくりを目指す。

認定特定非営利活動法人 サバイバルネット・ライフ

◎虐待を受けた女性と子どもの心の回復のための表現活動

　女性と子どもの人権を守るという視点に立ち、DV被害女性と子ども達の自立援助と地域で安全に生きるための
支援活動に取組む団体（2006年設立）。活動内容は相談事業・カウンセリング、シェルターとステップハウスの運
営、病院や警察などへの同行支援、就労支援、法的支援、生活用品の提供など多岐にわたる。2011年～2012
年のスタート助成を受け、3年目でステップアップ助成にチャレンジ。
　2 ヵ年の助成を受け、DVや虐待についてのシンポジウム・講演会等の開催やDV防止啓発冊子の作成に取組
み、その成果として行政や関係機関との協働や連携が深まり、相談件数の増加につながった。
　ステップアップ助成では、被害者の心のケアとして表現活動を実施し、自尊感情や自己肯定感を高めることで
心身の回復を図り、地域で健康に生活できるよう支援する。またボランティアを養成するために研修を充実させ、
活動を安定して継続できるような人材の育成と確保に取組む。選考委員会では、行政からの支援が届きにくい
当事者のニーズに対して、きめ細やかに対応しながらも先駆的に活動を展開している点が評価された。協力者
や支援者のネットワークを拡げながら相乗効果による支援力を高め、DVや虐待被害者の支援団体として、地域
に根差した活動に取組まれることを期待し応援したい。

栃木県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（2団体）

ステップ
アップ
助成

（2団体）

スタート
助成
2年目

（1団体）

スタート
助成
3年目

（1団体）

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

栃木県6団体／総数55団体

（小山市、栃木市、野木町、下野市、宇都宮市、
さくら市、茨城県結城市、群馬県桐生市）
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特定非営利活動法人　ＫＨＪとちぎベリー会　（栃木県全域）

◎引きこもり、不登校、精神障害者の当事者及び当該家族のためのメンタルヘルスケア事業

　引きこもり、不登校、精神障がい者が抱える問題の理解と支援を促進させることを目指し、当事者及び家族のた
めのメンタルヘルスケア事業、啓発普及活動、相談・情報提供活動、当事者居場所事業等に取組む団体（2002
年設立）。
　3 ヵ年のスタート助成を受け、若者の自己肯定感を育む居場所を定期的に開催したことで、参加した若者が他
者への思いやりを持つようになり、小さなことからでもチャレンジする気持ちを育むことができた。さらにアルバイト
に従事する若者が育つなどの成果も出ている。また父親向けの学習会（親父の会）では、若者に強い影響を与
える父親が参加することで少しずつ父親の気持ちに変化が生じ、家庭内で良い影響をもたらすようになった。
　ステップアップ助成では、居場所と親父の会を引き続き定期開催することに加え、2012年より検討を進めてい
た緩やかな就労体験の場として、貸し店舗で軽食や野菜、当事者の手作り品等の販売に取組み、就労支援施
設につなげる前段階としての役割を担うことを目指す。選考委員会では、若者一人ひとりの成長に寄り添いなが
ら活動に取組み、これまでの支援を就労につなげる事業展開が評価された。活動基盤を安定させるためにも運
営の担い手育成と資金調達に努め、団体の将来ビジョンを確認しながら、次の展開に大きく飛躍されることを期
待し応援したい。

中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

ステップ
アップ
助成

（2団体）

We innovate together 

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」
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特定非営利活動法人　ホワイトベル　（高崎市江木町）

◎コミュニティで身体も心も健康に「ご近所縁側サロン」

　地域で暮らす人々が、希望を持って生きていける社会の実現に寄与し、それを未来の子供達に繋げていくこと
を目的として活動する団体（2008年設立）。法人事務所を地域住民に開放し、親子サロンやよろず相談所、特技
を活かした生きがい教室などを開催することで、異世代間の交流を促し、子供たちが地域の後継者となるよう一
緒に活動していく。

学習塾HOPE　（高崎市下小塙町）

◎授業料無料のボランティア学習塾

　学習意欲がありながら、経済的な理由で学習塾に通うことの出来ない中学生を支援するために、学生ボラン
ティアによる授業無料の学習塾を運営する団体（2012年設立）。支援を受ける生徒と学生講師双方にとって、人
との関わりの大切さを学び、何事にも感謝する心を身につけ、社会に貢献する意識を醸成するための機会となる
ことも目的としている。

群馬当事者研究会ピアリンク　（群馬県、埼玉県、栃木県全域）

◎精神疾患等の当事者、家族および支援者のための自助活動「当事者研究会」

　精神疾患を抱えた当事者が、当事者だけで運営する「当事者研究」の日本初の団体（2011年設立）。様々な生
きづらさを抱えた当事者自身が、専門家や家族に丸投げせずに仲間とともに苦労を自ら研究することで、自己理
解を深め、当事者同士のつながりや助け合いの構築をねらう。
　本年は、当事者・家族・支援者が当事者研究を通じてつながりを深め、自分にやさしい生き方や暮らし方を実
現していくこと、ともに研究できる場を育てていくこと、当事者研究という新しい自助のあり方を発信していくことを
目的として活動する。

特定非営利活動法人　ひこばえ 　（群馬県内全域）

◎シェルター内外のハード面・ソフト面の充実

　社会的格差に悩む女性や子ども達が自分の尊厳を保ち、安心して暮らせるような社会になることを目的に、DV
被害者への面接、電話相談、グループ援助等の身体的及び精神的な支援や、一般向けの講演会や研修会を
通してDV防止の啓発に取組む団体（2009年設立）。
　3 ヵ年のスタート助成を受け、一般向けのDV・デートDV防止連続講座や高校生・大学生向けのデートDV防止
ワークショップを開催し、広く啓発活動に取組んだ。また「女性のしゃべり場（自助グループ）に関わる被害者専
門サポーターのスキル習得や相談者向けの研修会なども実施し、専門的な人材育成に対しても積極的に取組
んだ。また、これまで準備してきた民間シェルターを2012年11月に開所した。
　ステップアップ助成では、被害女性が自分自身を取り戻し、安心して過ごすことができる環境を整えるために、
生活に必要なシェルター内の備品を揃える。またシェルター事業が着実に展開できるよう有給で常駐スタッフを
配置し、さらに群馬県では初の試みとなる、DV被害者に付き添ってその立場を代弁し、擁護できる専門性の高
い相談員を養成するためのアドボケーター研修を実施する。選考委員会では、地域での支援が遅れていること
を問題意識とし、地道に啓発活動に取組み、シェルター開所を成し遂げた実行力が評価された。地域における
DV支援の拠点として確固たる基盤を築き、様々な分野とのネットワークを拡げながら活動を展開されることを期
待し応援したい。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

群馬県4団体／総数55団体

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

群馬県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（2団体）

ステップ
アップ
助成

（1団体）

スタート
助成
2年目

（1団体）
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埼玉県7団体／総数55団体

特定非営利活動法人　農家支援倶楽部　　（久喜市周辺地域）

◎農業ボランティアと福祉施設への食材支援を行う「農･福支援活動」

　農業の担い手を支援し、農業の発展に寄与することを目的として活動する団体（2012年設立）。人手不足で
困っている農業者に対して、学生や地域のボランティアを派遣する人的支援や、その返礼として得た規格外農産
物等を福祉施設に無償提供する食材支援等により、共に支え合う関係「農的共生」を創造し、絆の強い地域社
会を作ることを目指す。

一般社団法人　GrowAsPeople　　（さいたま市、越谷市、川口市、東京23区）

◎元当事者による、夜の世界の仕事で働く女性達へのセカンドキャリア相談事業

　環境的な要因（ひとり親、DV等）から、夜の世界に依存せざるを得ない状況にある女性達のセカンドキャリアを
支援する（2010年設立）。立場を理解でき、安心して相談できる元当事者の女性達を相談員とし、金銭感覚の麻
痺の是正や企業訪問等への同行など多様な機会との接点を重視した「夜の世界“後”のハローワーク」事業に取
組み、「辞めたい」と考える女性に向けた相談機会の提供を行う。

特定非営利活動法人　おやじりんく　　（埼玉県、茨城県、栃木県他）

◎父親視点からの発達障がい児・者への自立・就労に向けたイベント開催事業

　役員、賛同者がすべて障がい児を抱える父親で構成され、発達障がい児・者を主とした障がい者に対して、自
立支援や療育、保育、就労支援などの支援を行う団体（2011年設立）。「ちょっと気になる子たちを支えるオヤジ
の集い」等、父親向けの各種イベントを通じて発達障がい児の行動特性の理解を促し、母親中心の育児だけで
なく、父親視点の子育てに対しても意識を高め、社会への理解啓発に努める。

青少年多文化学びサポート　（所沢市および近隣地域）

◎青少年多文化学び教室

　多文化・多言語を背景に持つ子どもたちに、より良い学習環境を提供することを目的として活動する団体（2012
年設立）。日本語ボランティア団体に所属し支援活動をしてきた退職教員や、地域の日本語ボランティア経験者
を中心として、日本語教室や教科学習支援を行っている。今後は学校との連携をはじめ、あらゆるネットワークを
活用して子供たちを支援していく。

特定非営利活動法人　雨読晴耕村舎　（羽生市）

◎レンゲの田んぼを広げよう！羽生休耕田復活プロジェクト

　都市近郊における「農ある暮らし」を提唱し、羽生市内の耕作放棄地や休耕田を魅力的で豊かな農環境として
復活させるための活動を実施する団体（2010年設立）。休耕田を利用した稲作教育ファームを実施して、新規農
業希望者の参加を募り、稲作の新たな担い手の育成に努めながら、親子向けの農業体験・環境教育等のイベン
トを通じて地域の活性化を図る。

特定非営利活動法人　子育てステーションたんぽぽ　　（久喜市とその周辺地域）

みんなで語る「おはなしの会」

　情報社会の中で、子育て中の親子に昔話や童話などを語りで伝える楽しさや大切さを体験・実感してもらうこと
を目的に活動する団体（2009年設立）。協力団体を募り「おはなしの会」を設立し、子どもたちに直接語りかけるイ
ベントの開催により、お話の中から感じられる多くの刺激や楽しさを発信する。
　本年は、「子育て」に限らず「地域」の様々な団体との連携を視野に入れ、会報紙の発行や発表会等により協力
団体間の相互理解を深め、地域のコミュニケーションをつなげるイベント「おはなし玉手箱」の開催に取組む。

特定非営利活動法人コットンドリーム　　（新座市、富士見市、三芳町）

◎一般企業の中に重度重複障害者が働ける環境作り整備

　　知的・身体共に重度の障がいを持った重複障がい者とその家族が、日中活動の場（仕事）と生活の場（グ
ループホーム）を確保することで、生活に広がりを持ち、自立しながら安定した生活を送れることを目的に活動に
取組む団体（2007年設立）。2011年～ 2012年のスタート助成を受け、3年目でステップアップ助成にチャレンジ。
　2 ヵ年の助成を受け、重度重複障がい者が働く場の環境整備を整えるために、作業場のトイレ及び入口のバリ
アフリー改修等を行い、また全ての障がい者が作業に携わることのできる『畳み機』を導入し、仕事に対する充実
感につなげることが出来た。また活動の拡がりから、知的障がい者の受入れに対する要望が高まり、その受入れ
体制を整えるためにスタッフの意識改革やスキルアップ研修にも取組んできた。
　ステップアップ助成では、現在の作業場の移転に伴い、従来の作業場と新しい作業場の2 ヶ所での運営にチャ
レンジし、新たな障がい者の受入れ指導や両作業所の調整等に取組む。選考委員会では、一般企業の中で働
く環境をハード面・ソフト面ともに整備し、重度重複障がい者と社会との接点を築いている点が評価された。今後
グループホームの設立も目指していることから、重度重複障がい者が仕事と生活面の両方で自立を促すことがで
きるよう、長期的な視野をもって取組まれることを期待し応援したい。

中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。
We innovate together 

スタート
助成
2年目

（1団体）

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

埼玉県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（5団体）

ステップ
アップ
助成

（1団体）
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千葉県7団体／総数55団体

成田おむすびプレーパーク　（成田市）

◎プレーパークからはじまる３世代が輝く地域コミュニティ

　子供たちが年間を通じて自然遊びや田植え、畑作などの体験ができるプレーパークの常設を目指して活動す
る団体（2012年設立）。子供たちが自由な発想で遊びを展開していけるような自然素材を用意し、自然の中での
遊びをサポートするほか、季節行事をとりいれながら地域の創年の方から伝承遊びを学び、3世代交流を図るこ
とも目的とする。

柏の葉サイエンスエデュケーションラボ　　（柏市）

◎世代を超えた交流を生むワークショップ・勉強会の定期開催

　柏の葉にキャンパスを持つ大学院生が中心となり、科学を切り口として地域に住む・働く・学ぶ、全ての人が共
に語り合える交流の場作りを行っている団体（2010年設立）。調理や音楽、スポーツなど親しみを感じやすい
テーマについて、科学的な視点から考える講座やワークショップを開催することで、世代を超えた交流を促し地
域の活性化を目指す。

特定非営利活動法人歌のボランティア・いちかわシャンテ　（市川市、浦安市）

◎シャンテ～あなたが歌う～コンサート

　施設入所者を効果的にサポートするため、音楽療法や介護等を学び研修しながら「自ら歌ってもらう」定期訪
問活動を行う団体（2008年設立）。在宅や施設入所者の外出機会の創出と、本活動に対する健常者の理解・賛
同を深め、新規ボランティアや会員増加につなげることを目的に、「ともに歌う」地域参加型のコンサートを開催す
る。

ハート to ハート　（千葉県）

◎ハートtoハート　―リフレッシュキャンプ2013―

　千葉県内に住む不登校の子どもたちとその保護者支援を目的に、参加者同士の交流や野外体験等の各種体
験を行う団体（2011年設立）。本事業では、地域に住む若者（千葉大学生）が運営に協力する年9回のイベントを
通して、子どもたちの個性を育みながら安心と自尊心の形成を図り、子どもたちと地域の若者がともに成長しあう
ことを目指す。

CHIEの輪　（松戸市）

◎世代・障がいを超えて気づき学びあう「大学生ギアチェンジ・プログラム」

　周囲の環境から起きる教育格差を無くし、若者の未来の可能性を広げることを目的に、インターネット上での奨
学金に関する相談等に取組む団体（2010年設立）。本プログラムでは、学生がイベント企画運営等、多様なNPO
における地域活動を経験し、自立した人生を歩むための基礎力を身につけることで、社会的弱者に陥る若者の
減少を目指す。

市川子どもの外遊びの会　　（市川市）

◎市川冒険あそびぼ

　子どもが「自分の責任で自由に遊ぶ」ことができる外遊びの場（プレーパーク）を地域とともにつくり、子どもたち
が外で遊ぶ姿が見えるまちづくりを目指す（2011年設立）。乳幼児から子育て中の親、地域の大人も交流でき
る、だれもが参加しやすく楽しめる地域に根差した常設のプレーパークを目指し、理解者や協力者を増やす活
動にも取組む。
　本年は、同一箇所でのプレーパークの定期開催のほか、乳幼児向けのプレーパークや外遊びに関わる学習
会の開催により参加者とのコミュニケーションを増やし、「共につくりあげる」という意識の構築を目指す。

光と風キャンペーン実行委員会「いいおか津波を語り継ぐ会」　（旭市）

◎いいおか津波を語り継ぐ（語り部・観光ボランティアの養成）

　飯岡灯台・刑部岬周辺の潜在的資源を発掘し、成果を広く公表することで、地域を代表する景観、観光地とし
て全国に発信する活動を行っている団体（2011年設立）。東日本大震災によって旭市が受けた津波被害を風化
させないために、飯岡地区での津波被害の聞き取り調査を行い、津波にのまれた体験や防災への教訓などを記
録集にまとめた。
　本年も、語り継ぐ会の組織化による防災教室の開催、語り部の派遣、復興かわら版の発行を継続するほか、震
災の被災品の保存・収録作業に取組む。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

千葉県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（5団体）

スタート
助成
2年目

（2団体）
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東京都11団体／総数55団体

特定非営利活動法人　ワップフィルム　　（大田区東蒲田　キネマ通り）

◎キネマフューチャーセンター＠キネマ通り商店街

　映像作品の作成過程の共同作業を通じた地域活性化・地域ブランドの確立により地域活動をアピールし、映
画を通したまちの再生に寄与することを目的とする団体（2010年設立）。商店街の空き店舗に住民参加型映画の
制作拠点を開き、地域密着の新しい交流スペースを創出することで、コミュニティの再生と商店街、まち全体の活
性化を目指す。

Ｍ-ｓｔｅｐ　（三鷹市、足立区）

◎血の繋がりを超えた絆つくり　～新しい家族の在り方～

　ステップファミリー（子どもを連れて再婚した家族）に対する地域社会に密着した支援体制を作り、「家族の再
生」と血縁を超えた家族の絆を応援する団体（2011年設立）。当事者同士が悩み・喜びを分かち合う交流会の開
催をはじめ、子どもの育児に途中から参加する「中途養育者」に対するサポート情報提供、育児にかかわる当事
者を支えるネットワーク作りに取組む。

若年認知症交流会　小さな旅人たちの会　（中野区）

◎若年認知症本人と家族を対象とした交流会事業

　「ともに集い共感できる場作り」の活動を基本とし、認知症を抱えた本人と介護する家族の生活の充実を図る団
体（2013年設立）。体力ある本人の看病や経済的苦境など、若年期の発症ならではの困難を分かち合う「家族交
流会」の定期開催と「定期旅行会」の開催を軸に、若年認知症、広くは認知症全般に対する地域理解を促進し、
すべての人が自分のことを周囲に伝え、受け入れられる地域づくりに取組む。

特定非営利活動法人 リブ＆リブ　（東京都全域、首都圏）

◎世代間交流ホームシェア事業

　急増する高齢者の社会的孤立化問題の解決策として、大都市に住み、夜間や万一の時の不安を抱える一人
暮らしのシニアと、経済的に困難な地方から来る大学生が、共助の精神でシニアの自宅で同居し支えあう「世代
間交流ホームシェア」事業に取組む（2011年設立）。本事業を通じて、高齢者の孤立化防止、若者の経済的困
難への支援、コミュニティの活性化を目指す。

サクラティーズ　（北区、文京区、豊島区）

◎誰もが輝くアートによる交流の場

　精神障がい等を持つ人の文化的な能力を発揮する場を提供し、障がいの有る無しに関わらず共にその存在の
大切さを認め合える社会づくりに取組む団体（2010年設立）。引きこもりがちな障がいを持つ人たちが、ユニーク
な障がい芸術の場を通して社会的役割と自己の存在価値を自覚できるようにし、交流する一般市民の障がいに
対する理解の浸透を目指す。

特定非営利活動法人　みらくる　（葛飾区）

◎自転車タクシーを活用した高齢者等の外出応援プロジェクト

自転車タクシー（シクロポリタン）の運行を通じて、「一般就労が困難な人を対象とした、働く場を創る活動」、「地
域の資源や魅力を再発見し、新しい観光資源として紹介する活動」を行う団体（2010年設立）。外出に困難を抱
える高齢者等の閉じこもり予防として自転車タクシーを運行し、コミュニケーションの場を提供することで、外出す
る楽しさや生きがいづくりを図る。

リカバリーキャラバン隊　（調布市、多摩市、八王子市、稲城市、日野市）

◎精神疾患がある方のためのリカバリーカフェ

　精神疾患がありながらも、地域の中で働き、学び、自分らしい人生を歩める社会の実現を目的に、精神疾患が
ありながらも充実した人生を過ごす方の経験を社会資源とみなし、その蓄積・共有・伝達を行う団体（2009年設
立）。リカバリーカフェでは、リラックスした雰囲気の中で充実した人生を過ごす精神障がい者とその支援者がホ
ストとなり、精神疾患のために希望を見出しづらい環境にある方やその家族と話すことで、希望と可能性を提供
する。1年目の試行的活動を踏まえ、多摩地域の精神保健副指揮官や疾患当事者の間で本事業が認知され、
定着することを目指す。

民立おうめ楽校　（青梅市）

◎青梅で頑張る若者の活動の発掘・発信をしながら、新たな若者とつなげる

　青梅市の未来を担う若者を集め、まちを元気にし、高齢化や固定化が進む既存の団体のイベントに、新しい風
を送り込むことを目的とする団体（2010年設立）。青梅市に関連する団体と協働で講座やワークショップなどを開
催し、それぞれの団体が抱える課題の解決を目指す。
　本年は、新事業“おうめエコクラブ”の継続化、市内の若者の活動の可視化、若者の活動を促進し新たな担い
手をマッチングするまちづくりフォーラムの開催等に取組み、まち全体の活性化を図る。

スタート
助成
1年目

（6団体）

スタート
助成
2年目

（3団体）

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

東京都の助成対象団体
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特定非営利活動法人　発達凸凹サポートデザインかたつむり　（八王子市、町田市、多摩市、立川市）

◎発達凸凹な子どもとその親の幸せプロジェクト

　発達のつまずきや情緒のアンバランスを抱え、ストレスを抱えて過ごす子ども達とその親をサポートする団体
（2007年設立）。じっとすることが苦手な子どもたちが、親子で気兼ねなく音楽の楽しさに身をゆだねることが出来
る「親子音楽ムーヴメント」の開催や、講師を招いて生活の中での子どもとの関わり方を学ぶ「母親のための連続
講座」を開催するなど、多角的なサポートを続けている。
　本年は、連続講座の受講生の中から希望者を集い、同じ立場の母親をサポートする「ピアメンター」の養成講
座開講にも取組む。

特定非営利活動法人　杉並介護者応援団　（杉並区）

◎男性介護者支援プロジェクトⅢ　市民発　虐待ゼロキャラバン

　介護者・要介護者にとっての地域のたまり場（介護者の会）づくりとその継続的なサポート活動を軸に、行政、
専門機関、専門職およびボランティア等との連携をはかり、介護者支援のネットワーク作りを行う団体（2006年設
立）。2 ヵ年のスタート助成を受け、男性介護者のための「晩めし屋」、「男性介護者の会」および「土曜介護者の
集い」の立ち上げと運営を行った。また、介護者が学習する機会や、介護体験の発表の機会を設けるとともに、
支援者のスキルアップ研修にも努めた。
　3年目は、市民発の草の根PR活動として「虐待ゼロキャラバン隊」を立ち上げ、介護者の現状を反映した劇の出
前上演を行う。「男性介護者の会」の様子の再現や、認知症者に対する不適切な対応事例の模擬演技などの寸
劇を上演することによって、深刻な高齢者虐待の予防と防止、介護者の孤立感の軽減、介護者の会や社会資源
につなぐための広報活動を展開する。

特定非営利活動法人　ひまわりPｒoject Team　（新宿区）

◎医療的ケアの必要な重症心身障害児を含む肢体不自由児の放課後活動

　重症心身障がい児者の自立を目的とし、重症心身障がい児者が地域社会との接点を持ち、様々な豊かな体
験ができる居場所作りのため、「肢体不自由児の放課後活動」の展開、および「工房通所施設」の設立に取り組
む団体（2010年設立）。2ヵ年のスタート助成を受け、放課後活動や音楽療法、カラーアートセラピーなど多様な
活動を展開するとともに、支援活動に携わる実習生の育成を行った。
　3年目は、温水プールでのリラクゼーションや音楽を聴きながらアロマの香りを楽しむなど複数の感覚刺激を取
り入れた活動と作業療法の講師の協力を得て物作りの活動を行う。また、在宅の重症心身障がい児者が活動に
参加できるように実施体制を整備し、引き続き実習生や学生ボランティアの受け入れを行うことで支援者の人材
育成を目指す。

スタート
助成
3年目

（2団体）

スタート
助成
2年目

（3団体）

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」
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神奈川県8団体／総数55団体

青空自主保育ぺんぺんぐさ　　（横浜市青葉区）

◎土･水・草・いきものとたくましく遊んで、親子で育ち合う

　自然ゆたかな公園等で、保育士と共に母親が交代で子どもを預け合い、のびのびとした支え合いの子育てを
実践する自主運営グループ（2012年設立）。運営会議等での相互理解や連帯感の浸透、イベント企画や地域行
事参加による地域の悩む母親たちへの働きかけを活動の柱として強化し、親子共に安心して楽しく子育てがで
きる拠り所となることを目指す。

ひらがな商店街アートスペース「と」　まちづくりプロジェクト　（横浜市）

◎空き店舗等を活用した起業支援　～「場」と「人」の再生～

　空き店舗を活用したコミュニティの運営と仕組みづくり、まちの活性化を図ること等を目的とする団体（2011年設
立）。地域の学生やアーティストたちを中心に構築したひらがな商店街アートスペース「と」を拠点に、「語りあうこ
と」「語り合える環境をつくること」を目的とした地域住民向けのワークショップの実施や、運営の仕組みづくり・ス
キルを習得することを通じて「人」の再生（雇用機会の構築）を図る。

一般社団法人　ソーシャルコーディネートかながわ　（神奈川県全域）

◎働く人と地域をつなぐ　～勤労者のための「社会貢献応援冊子」づくりと広報活動～

　豊かで自立した地域社会をつくるため、企業とNPOが協働活動を通じて地域課題を解決するきっかけづくりを
支援する団体（2008年設立）。社会貢献・ボランティア活動の意義や自分にあった活動スタイルの探し方等を盛り
込んだ勤労者のための小冊子を制作し、働く人個人の地域社会課題への関心を高めるとともに、企業が継続的
に社会貢献に取組む動きにつなげることを目指す。

特定非営利活動法人　ディスカバーブルー　（神奈川県）

◎海の環境教育（地域の海の自然を知る授業）

　持続可能な「人」と「海」との関係構築に寄与することを目的とし、「海や海洋生態系を知ることの喜びと驚き」を
提供するとともに、人と海との距離をもっと縮めるまちづくり活動を行う団体（2011年設立）。これまでに培った海
の生物観察等の指導経験を活かし、小中学校や課外活動等での出前授業に継続的に取組み、地域の海の自
然の魅力を知る機会の創出を図る。

学びのひろば「よいしョ」　　（横浜市）

◎不登校、外国籍など「教育弱者」への学習支援活動

　不登校、発達障害、外国籍、学習の遅れ、経済的に恵まれない等の子どもたちに、元教員を主とする教育関
係者が集まり民間レベルで学習支援活動を行う団体（2011年設立）。会員の教職経験を活かし、教職を目指す
大学生らの人材育成活動を行うことで、人と人をつないでいく場を創設する。
　1年目に引き続き、教育弱者への学習支援活動を継続し、在籍する学校や担任との情報交換や連携も視野に
入れる。また、子どもたちや保護者を元気にし社会性の育成を図るイベントの企画や、保護者の交流、教育相談
にも取組む。

ひまわりの会　（神奈川県全域、横浜市中心）

◎地域に共に生きる外国人たちの安心して自立した生活へのサポート事業

　文化や習慣の違いにより、様々な障害や困難と立ち向かっている地域の外国人たちに、子どもへの学習支
援、保護者への生活サポートなどを行う団体（2009年設立）。地域の多くの日本人ボランティアにより運営されて
おり、地域のパソコン団体、料理サポート団体、定年退職された教員の方などとも連携し、支援を行っている。
　本年は、子どもたちの学習サポート内容をステップに応じた3段階に分けて取組むほか、保護者の生活サポー
トや地域の各自治会と連携したふれあい行事を企画し、地域・学校・家庭のネットワーク強化を図り、支援の基盤
を固める。

特定非営利活動法人　スペースナナ　（横浜市）

◎コミュニティカフェを基盤とした生き難さを抱える人たちの支援の場づくり

　教育や福祉、子育てなどをテーマに地域で市民活動をしてきたメンバーが、世代を超え、性別、国籍、障がい
のあるなしにかかわらず誰もが安心して立ち寄ることができ、支えあって元気になれるような場を目的としたコミュ
ニティカフェ「スペースナナ」を開設（2010年設立）。1年目の活動から、地域ニーズの掘り起こしとネットワーク形
成の手応えを掴み、当事者・支援者を問わない多様な人々が出会える場であることのメリットを見出した。
　本年は、自殺予防の活動や養護施設を出た若者、DV被害者支援などに関わる講座を実施することでニーズ
を掘り起こし、近隣で活動する団体や公的機関との連携をより深め、担い手の輪の広がりに取組む。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

神奈川県の助成対象団体

スタート
助成
2年目

（3団体）

スタート
助成
1年目

（4団体）
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特定非営利活動法人 ひだまりの森　（横浜市を中心に神奈川県全域）

◎「ママのための保健室」開設による活動再構築事業～ワンストップの子育て支援をめざして～

　育児や人間関係などに悩みを抱えていたり、育児に息苦しさを感じていたりする子育て期の親への支援は、子
どもが健全に育つことに繋がるという視点のもと、子育て期の相談、親子が安心して出会える場の提供、子育て
関連講座の開催等に取組む団体（2005年設立）。
　3 ヵ年のスタート助成を受け、子育て支援者向けのファシリテーション研修や、活動への理解を深めるための子
育て期の相談事例集作成に取組んだ。この事例集を他の子育て支援機関との連携促進のツールとして活用す
るだけではなく、親が手に取りやすいリーフレット版も作成し、相談への抵抗感を軽減させることを期待して地域
での配布を試みた。その結果、電話相談件数の増加につながり、支援団体としての認知が広まった。
　ステップアップ助成では、対面相談のニーズの高まりを受け、「ママのための保健室」を開設し、相談・居場所・
学びの場としての機能を備える。またこれまで分散した場所で実施してきた事業を１箇所に集約することで業務
の効率化を図り、ワンストップの支援と対応に取組む。選考委員会では、行政では対応の行き届かないニーズを
キャッチし、着実にその支援に取組んでいく事業展開が評価された。今後も他機関との連携を深めながら、利用
者や地域とともに成長する組織体制を構築されることを期待し応援したい。

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

ステップ
アップ
助成

（1団体）

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」
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山梨県6団体／総数55団体

特定非営利活動法人　楽しく笑って人生を過ごす山梨手話の会　　（山梨県全域）

◎高齢ろうあ者いきいきサロン

聴覚障がい者が臆することなく人生を謳歌できる社会、手話の楽しさを広め誰もが手話で「ありがとう」と伝えられ
る社会を目指し、手話の普及や聴覚障がい者の社会参加・交流、当事者ネットワークづくり等に取組む団体
（2012年設立）。家に閉じこもりがちな高齢の聴覚障がい者の仲間づくり・ネットワークづくりの支援を目的に、楽
しく笑って過ごすサロンの定期開催に取組む。

山梨子ども虐待防止ネット　チャイルドファーストやまなし　（山梨県全域）

◎虐待防止・抑制に向け　～虐待や子育てに悩む保護者に対する支援事業～

子どもたちを心身ともに健やかに成育できる地域社会の実現を目指し、まちづくりの推進や子どもへの虐待を防
止・抑制する活動を行う団体（2012年設立）。本事業では、保護者からの子育て・児童虐待に関する電話相談
（ホットライン）の拡張、会員を中心とした人材育成を柱に、広報活動の充実や相談員の育成・増員、会員の専門
知識習得・向上を図る。

特定非営利活動法人
山梨県ひとり親家庭自立支援センターひとり親ネット （甲府市及び周辺自治体）

◎ひとり親家庭に対する自立支援

ひとり親家庭の自立支援を目的に、経済的な自立就業支援や地域コミュニティづくり、各種相談等を行う団体
（2012年設立）。交流イベント企画や広報活動を通して就業支援を希望するひとり親家庭のネットワーク化を図
り、ひとり親家庭とニーズの高い在宅業務のあっせんによる仕事のマッチングを行い、経済的に自立した収入を
得られるよう就業支援を行う。

中央市地球温暖化対策地域協議会　　（中央市）

◎太陽の力を活用した持続可能な地域づくり

　地域環境保全活動のために、地域住民・事業者・行政が協働して行動する施策を協議、企画、実践し、持続
可能な地域づくりの実現に寄与していくことを目的とする団体（2009年設立）。2009年2月に策定された中央市新
エネルギービジョンに掲げられた３つのプロジェクトを具現化するための活動を実践する。
　本年も、同ビジョンの一つである『太陽の力活用プロジェクト』の実現を通した持続可能な地域づくりを目的に、
保育園に太陽光発電施設を造るための啓発活動や市民への体験活動を実施し、地域エネルギー・自然エネル
ギーへの理解・普及に取組む。

ピア　コミュニティ　nuku nuku　（甲府市周辺）

◎子育て支援　楽つみ木療育・キャラバン隊活動

　病気や発達障がい等でサポートを必要とする子供を育てる親への支援活動を目的として発足した団体（2011
年設立）。地域で孤立せずに楽しく前向きに子育てができるよう、同じ立場の親同士での相談会や勉強会を通じ
て、仲間作り・情報ネットワークの充実に向け、地域コミュニティの環境づくり等の活動を行う。
　本年は、1年目に取組んだ「楽つみ木療育活動』の更なる充実を図り、拠点である幼稚園での活動は継続しつ
つ、参加が難しかった地域の方を対象に出張する「楽つみ木キャラバン隊」活動を開始する。

特定非営利活動法人　バーチャル工房やまなし　（山梨県全域）

◎障害者の在宅就労促進と情報のバリアフリー化を目指す活動

　重度障がい者が自宅に居ながらも、ICT技術を利活用することで社会との繋がりを持ち、仕事を得て働くことに
より、社会的・経済的・精神的にも自立する支援と、そのためのICT技術の向上、利活用の支援を行う団体（2009
年設立）。2 ヵ年のスタート助成を受け、障がい者の在宅就労についてのセミナー、ICTの技術講習会の開催、
山梨県下のイベントへの参加による広報活動を行うとともに、他団体とのネットワークづくりに努めた。また、紙面
の情報を音声として読み取る「音声（SP）コード」の普及活動を展開した。
　3年目は、引き続き、障がい者の在宅就労についての理解を促進するためにチラシの作成、ホームページや
ソーシャルメディアの活用による広報活動を行うとともに、ICT技術を利活用した在宅就労の促進と、ICT技術の
スキルアップを目指した支援活動に取組む。

2013年中央ろうきん助成プログラム「個性が輝く“ひと・まち・くらし”づくり」

We innovate together 
中央ろうきん社会貢献基金は、助成団体と一緒により良い社会づくりを目指します。

山梨県の助成対象団体

スタート
助成
1年目

（3団体）

スタート
助成
2年目

（2団体）

スタート
助成
3年目

（1団体）
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